

































The Current State of Classes from the Viewpoint of Universal Design
















































































M SD M SD t値
１．場の構造化 
①  教室内の整頓を⼼がけ、必要な物の置き場はできるだけ決めている  3.66 0.23 3.48 0.26 1.29
②  座席の位置は個々の⼦の特徴にあわせたものになっている  3.24 0.62 3.24 0.52 0.01
２．刺激量の調整 
③  教室の前⾯の掲⽰物は必要⼩限に絞る配慮をしている  3.69 0.22 3.52 0.43 1.08
④  教室のスチール棚等には⽬隠しをするなど、余計な刺激にならない
よう配慮している 3.24 0.83 2.60 0.58 2.81 **
⑤  ちょっかいを出す、話しかけるなど刺激しあう⼦をお互いに離れる
ような座席位置にしている 3.38 0.67 2.96 0.62 1.91 †
３．ルールの明確化 
⑥  クラスのルールは、禁⽌ではなく、みんなが気持ちよく過ごすため
の「決まり」という観点からシンプルな表現で設定する 3.28 0.42 2.76 0.36 3.04 **
⑦  係や当番とその仕事が明確になるように提⽰している  3.45 0.26 3.08 0.49 2.18 *
⑧  係や当番の仕事は、⼿順を表にしていつでも確認できるようにして
いる 3.03 0.53 2.20 0.50 4.26 ***
⑨  クラスのルールの確認・評価をできるだけこまめに⾏なっている





3.21 0.53 3.28 0.63 -0.35
⑪  ⽇頃から共⽣・共育プログラムやソーシャルスキルトレーニングな
ど社会性や集団作りを促進する活動を⾏なっている 2.72 0.64 2.28 0.46 2.21 *
⑫  保護者会でクラスの現状とともに、担任の⾏った⼿⽴てとそれによ
る⼦どもの変容を必ず伝える 2.79 0.46 2.64 0.66 0.75
合計 38.93 20.42 35.12 17.69 3.19 **
  学級環境 項⽬ T校(n=29) M校(n=25)
 †;p<.10   *;p<.05   **;p<.01   ***;p<.001
M SD M SD t値
１．時間の構造化 
①  1 ⽇の⾒通しが持てるように、時間割や活動場所やその変更が⿊板
等でいつでも確認できるようにする 3.52 0.26 3.32 0.64 1.06
②  授業の始めに内容や進め⽅などの⾒通しを提⽰する  3.07 0.42 2.84 0.89 1.02
③  時間を⽬に⾒える形で伝えることで、活動の⾒通しや時間の区切り
を⾃分で意識できるようにする(タイマーの活⽤) 3.31 0.29 2.88 0.94 1.97 †
２．情報伝達の⼯夫 
④  指⽰・伝達事項は聴覚的（⾔語）だけでなく、視覚的（板書等）に
提⽰するようにしている 3.34 0.23 3.20 0.33 0.99
⑤  抽象的表現・あいまいな表現をできるだけ避け、具体的な表現に置
き換える⼯夫をする 3.28 0.28 3.16 0.39 0.73
⑥  ⼤事なことはメモさせる、メモを渡すなど記憶に負担がかからない
⽅法を⼯夫する 2.72 0.64 2.52 0.84 0.87
３．参加の促進 
⑦  わからないことがあった⼦が、担任から助⾔を受けやすくする⼯夫
を⼼がけている 2.93 0.28 3.12 0.36 -1.22
⑧  どの⼦も発表できる機会をもてるよう⼼がけている  3.07 0.28 3.16 0.31 -0.61
⑨  課題が終わったら、次にすべきことを⽤意するよう⼼がけている  3.31 0.29 3.16 0.31 1.01
⑩  集中の持続が可能なように、課題の内容や取り組み⽅に少しずつ変
化をもたせるよう⼼がけている 3.07 0.50 2.96 0.37 0.61
４．内容の構造化 
⑪  必要があれば、板書やワークシートで学習の進め⽅や段取りがわか
るように⼯夫している 3.34 0.31 3.08 0.33 1.72 †
⑫  ⼦どもがつまずきそうな課題は、学習内容の細分化（スモールス




3.28 0.49 2.88 0.69 1.87 †
合計 41.45 20.47 39.44 25.26 1.53
  授業における指導法  項⽬ T校(n=29) M校(n=25)

















⽔準1 ⽔準2 平均1 平均2 差 標準誤差 統計量 P 値
少経験 中堅 3.31 3.18 0.13 0.10 0.78 0.46
少経験 ベテラン 3.31 3.22 0.09 0.09 0.47 0.62
中堅 ベテラン 3.18 3.22 0.04 0.11 0.07 0.94
  少経験:n=12 中堅:n=7 ベテラン:n=10  
 
⽔準1 ⽔準2 平均1 平均2 差 標準誤差 統計量 P 値
少経験 中堅 2.80 2.97 0.17 0.12 1.02 0.36
少経験 ベテラン 2.80 2.98 0.19 0.11 1.33 0.27
中堅 ベテラン 2.97 2.98 0.01 0.11 0.01 0.99
    少経験:n=7 中堅:n=8 ベテラン:n=10  
 
⽔準1 ⽔準2 平均1 平均2 差 標準誤差 統計量 P 値
少経験 中堅 3.15 3.32 0.16 0.08 2.06 0.13
少経験 ベテラン 3.15 3.14 0.02 0.07 0.02 0.98
中堅 ベテラン 3.32 3.14 0.18 0.08 2.30 0.10
  少経験:n=12 中堅:n=7 ベテラン:n=10  
⽔準1 ⽔準2 平均1 平均2 差 標準誤差 統計量 P 値  
少経験 中堅 2.88 2.95 0.07 0.11 0.24 0.79
少経験 ベテラン 2.88 3.21 0.33 0.10 5.29 0.005 **
中堅 ベテラン 2.95 3.21 0.26 0.10 3.46 0.03 *
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